
令和 ６年 ５月３１日 

報道機関 各 位 
 

国土交通省北陸地方整備局 黒部河川事務所 
  関西電力株式会社 北陸支社 

 
令和６年度 宇奈月ダム、出し平ダム連携排砂実施期間中におけるお知らせ 

 
１．連携排砂等実施中の情報提供について 
・連携排砂等の実施を判断した場合は、別紙－１のタイミングで FAX にてお知らせ

します。なお、ＦＡＸ送信時の着信確認は実施しませんのでご了承願います。 
・黒部河川事務所ホームページ（http://www.hrr.mlit.go.jp/kurobe/）の「緊急情報

掲示板」及び X（旧 Twitter）（＠kurobe_haisya）においても情報提供を行いま

す。 
・５月３１日より、令和６年度の連携排砂予報を開始します。 

  （参考：宇奈月ダムと出し平ダムの連携排砂等実施のお知らせリーフレット） 
 
２．宇奈月ダムの現地取材における留意事項について 
①宇奈月ダムの屋外取材について 

宇奈月ダムの取材可能場所は、別紙－２に示す一般開放区間（黄色）の部分です。 
②連携排砂実施期間等への取材について 
・連携排砂実施時は、宇奈月ダム管理所内は関係者以外立入禁止としますが、管理

所上流棟に報道関係者室を設置しますので、腕章等身分を明らかにするものを掲

示の上、受付をして入館してください。 
（来館された際は下流棟 1 階玄関のインターホンでお呼び出しください。） 

・管理所内での撮影や取材は別紙－２（管理所図）に示す の範囲とします。 
なお、ダム操作室及び連携排砂連絡調整本部へは、立ち入りできません。 

・報道関係者室にはモニターがあり、各ダムの状況を見ることができます。 
 

３．「連携排砂実施機関」の設置について 
・実施基準に達した場合に、宇奈月ダム管理所内に連携排砂実施機関を設置します。 
・連携排砂実施中の連携排砂実施機関への問い合わせは下記でお受けします。 
ＴＥＬ（０７６５）６２－９００３ 

 

本件に関するお問い合わせ先 

国土交通省北陸地方整備局 黒部河川事務所 
 大井（副所長(技術)）または寺崎（土砂管理課長） ℡ 0765-52-1122（代表） 
関西電力株式会社 北陸支社 コミュニケーション統括グループ 
松本（リーダー）または吉﨑 ℡ 070-2440-9277（直通）     



連携排砂における報道機関への連絡タイミング

排砂作業

排砂作業

（注１）この模式図は、標準的な流入波形を基本としているので、実際のタイミングは相前後する場合がある。
（注２）図の※印の連絡は、一方のダムが基準に達した時に１度連絡する。また図の★は両ダム共通で１度連絡する。
（注３）連絡項目が近接している場合は、複数の項目を同時に連絡する場合がある。
（注４）連絡は、ＦＡＸ送信のみとし、電話による着信確認は実施しない。
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ピーク確認

ピーク確認

400m3/s

ピーク650m3/s以上：650m3/s

ピーク650m3/s未満：流入量＝放流量

180m3/sなど

融雪・梅雨期：250m3/s

上記以外：300m3/s

水位低下が可能となる放流量

ピーク480m3/s以上：480m3/s

ピーク480m3/s未満：ピーク確認後

240m3/sなど

別紙－１

水位低下 自然流下 水位回復 排砂後の措置

水位低下 自然流下 水位回復 排砂後の措置
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宇奈月ダム周辺 案内図

排砂ゲート

第一展望広場

（30台駐車可能）
駐車できない場合は受付へ

下流棟

上流棟

一般開放区間
（徒歩のみ移動可能）

車両進入禁止

駐車禁止

受付

Ｐ

別紙－２

※下流棟１F入り口で受付

：取材可能範囲

宇奈月ダム管理所

上流棟（２Ｆ）
下流棟（２Ｆ）

連携排砂実施機関（国土交通省・関西電力）

連携排砂連絡調整本部

報道関係者室

関西電力

国土交通省

☎0765-62-9003

入口

○安全上、立ち入り禁止区域に入らないで下さい。

○宇奈月ダム管理所には、公衆電話及びＦＡＸはありません。携帯電話は、一部、繋がりにくい箇所があります。

○報道関係者室の電源は使用可能です。



○来館された際は、玄関のインターホンでお呼び出しください。（７時３０分～１９時までは職員が待機しております。）

インターホン

受付の際は 下流棟 までお越し下さい



放流警報装置(スピーカー) 警　報　車

国土交通省 北陸地方整備局 黒部河川事務所
TEL.(0765)52-1122(代表)  http://www.hrr.mlit.go.jp/kurobe/

関西電力㈱ 北陸支社
TEL.(076)432-6111(代表)

お問合せ先

連携排砂に関する環境調査結果や各種情報は黒部河川事務所
ホームページでご覧いただけます。

　ダムや発電所からの放流により河川が増水する場合

はスピーカー、サイレンによる警報でお知らせしてお

ります。連携排砂、連携通砂中等は、ダムや発電所か

ら放流いたしますので、同様に警報でお知らせします。

　警報が聞こえたら、河川やその付近にいる場合は、

安全な場所に避難してください。

（スピーカー、サイレンの他、警報車でお知らせすることもあります。）

スピーカー・サイレンによる警報

（れんけいつうしゃ）連携通砂

連携排砂を実施した後から8月31日までの間に発生する出水の都度、

出し平ダム上流から新たに流れてくる土砂を通過させる予定です。

6月1日から8月31日までの間に発生する最初の出水　 の時に、

出し平ダムに堆積している土砂を流下させる予定です。

※１  台風や前線によって大雨が降ると、その水が川に流れ込み川の水が急激に増えます。このような現象を出水といいます。

連携排砂 (れんけいはいしゃ）

※１

細砂通過放流 (さいさつうかほうりゅう）

翌年度排砂時の環境負荷を軽減することを目的に、細かな土砂を下流へ

通過させるとともにダム湖底付近に水の流れをつくり底質の変質を抑制します。

土砂変質進行抑制策 (どしゃへんしつしんこうよくせいさく）

排砂の実施条件を満足する出水・洪水の発生がない場合、

9月1日～2日の間に実施します。排砂ゲートからの一定量の放流により

堆砂面上に水の流れを作り底質の変質を抑制します

令和6年度

の実施中です。

　連携排砂・通砂の情報は、みらーれテレビ行政コミュニティチャンネル(091ch)上にテロップ
にて表示のほか、X（旧 Twitter）と黒部河川事務所ホームページ、携帯サイトよりお知らせします。
愛本えん堤の情報（合口取水停止、再開）は、ホームページ、X（旧 Twitter）でもお知らせします。

みらーれテレビ（091ch）テロップ X（旧Twitter）

黒部河川事務所ホームページ 黒部の防災情報携帯サイト
黒部河川事務所

「黒部の防災情報携帯サイト」
https://cgi.hrr.milt.go.jp/cgi-bin/
kurobe/i/index.cgi

黒部川連携排砂 X   
https://twitter.com/
kurobe_haisya

黒部河川事務所
http://www.hrr.mlit.
go.jp/kurobe/

排砂・通砂・ダム関連情報

　平素は、黒部川の治水事業および発電事業に対し、格別のご理解賜り厚く御礼申し上げます。

　黒部川は全国でも有数の流出土砂の多い河川であることから、出し平ダム（関西電力）では、6月1日

から8月31日までの間において、所定の流量以上の出水時にダムに堆積した土砂を下流に排出するため、

宇奈月ダム（国土交通省）と「連携排砂」を実施しております。

　連携排砂実施中は、川の水位が大きく変化することや、実施後も取水停止による用水の断水が続きます

ので、ご注意・ご協力のほどお願いいたします。

　なお、排砂実施に関する情報は、黒部河川事務所ホームページやＸ（旧Twitter）等で配信予定です。

連携排砂の予報

6月～8月末までの間、毎週火曜日と金曜日　に連携排砂等の予報（実施の可能性が「高、中、低」）を
黒部河川事務所ホームページ、X（旧Twitter）にてお知らせします。※火曜日と金曜日が休日の場合は、直近の平日に実施します。

※

ホームページのお知らせイメージ X のお知らせイメージ

以上の内容について、テロップでお知らせする予定です。

連携排砂、連携通砂及び細砂通過放流の可能性
「高、中、低」をお知らせします。

ホームページと同じ画面へ



黒部川扇状地より日本海を望む

河川での採水状況

排砂中の出し平ダム（R2）

排砂中の宇奈月ダム（R2）

ダム上流の大崩壊地(小黒部谷)

梅雨前線出水状況(愛本地先)

自然な土砂の流れを目指して

？？
｢排砂｣とは・・・

ダム湖内にたまった土砂を
出水時に排出させることを
いい､ 前年の排砂または通
砂実施後に堆積した土砂を
その年最初に排出すること
をいいます。

・・・　連携排砂・通砂についての Ｑ＆Ａ　・・・

なぜ排砂・通砂は必要なのでしょうか？Q,Q,
A, ダムにより土砂問題を解決するために

必要と考えています。

●黒部川流域は地質がもろく降水量も多いため、大量の土砂が発生し、
　黒部川下流に流出します。この量は､1年間で東京ドーム１杯分
　（約124万立方メートル）以上にのぼります。

●ダムが無くても土砂は大量に流れてきます。もしダムにたま
　った土砂を下流に流さなかった場合、ダム湖が土砂で満杯に
　なってしまい、ダムが有する機能 〔治水・利水（発電等）〕 が
　低下します。
　特に治水機能は、大雨などで発生した洪水を調節する機能で
　あることから、排砂は下流の安全を守るため重要です。
　また、土砂を流さないと下流河道の河床が低下し、護岸や橋
　梁の基礎が浮き上がるなど、被災しやすい状態となります。

●山から流れてくる土砂は進行する海岸浸食に対し砂浜
　の回復に寄与します。

黒部川での土砂に関する問題点

A,排砂による影響を小さくするために、
以下のように実施しています。

●平成３年には、出し平ダム完成から６年間ため込んだために変質し
　た土砂を流したため、下流に大きな影響を与えました。しかし、現
　在の方法は、土砂が変質する前に排砂・通砂を毎年実施し、排砂に
　よる環境の影響が小さくなるよう配慮しています。

●平成３年は12月の川の水が少ない時期に行いましたが、
　現在は水量が多く濁っている出水時に排砂を実施しています。

●自然に近い排砂を目指し、排砂方法については専門家のご指導
　をいただき地域のご理解を得ながら実施しています。

●令和２年度から、より自然に近い土砂動態を目指し「宇奈月ダ
　ム先行操作」など更なる排砂方法の工夫に取組んでいます。

●１年を通してダム貯水池、河川、海域などの広範囲にわたり環
　境調査を行い、影響を把握・監視しています。また、データ
　はすべてホームページにて公開しています。

連携排砂って何？？
連携排砂とは、宇奈月ダム(国土交通省)とその7㎞上流に
位置する出し平ダム(関西電力)で排砂実施期間(6月～8月)
に連携して排砂を行うことです。

「排砂」と「通砂」の違いとは

｢通砂｣とは・・・
排砂実施後に、大きな出水
が発生したときに上流から
流れ込む土砂をダムにため
ることなく、下流へ通過さ
せることをいいます。

連携排砂・通砂の方法！！
ダムの水位を下げます
ダム湖内を川の流れにするために
ダム湖内の水位を下げます。

排砂･通砂のための準備です

土砂を排出します

最後にもう一度水を流します

川の流れる力を使い、土砂と水をダム
下流に一定の時間排出します。

ダム下流の川にたまった細かい土砂
を洗い流すために、ダム湖内の水位
を回復させ上流からの流水を一定の
時間、下流に流します。

この状態が排砂・通砂です。

排砂･通砂の影響を小さくします。

ステップステップ １

2

3

１

前年の排砂後から今年
5月までに堆積した部分

●

排砂後に新たな出水に
より流入した土砂

●

排 砂

通 砂

宇奈月ダム

出し平ダム

水位低下

水位低下

排砂

排砂

水位回復

水位回復
放
流

放
流

排砂ゲート

排砂ゲート

貯水時の水位

ダムにたまった土砂を定期的に、ダム下流へ流す必要があります。

ステップステップ 22

ステップステップ 33

初期の頃の排砂・通砂と
　　　　　　現在のやり方ではどう違うの？

　黒部川とダムとがより自然な形で共存するには、ダムの機能を維持し、下流域の河床低下や海岸侵食な

ど自然環境への影響を少なくすることを総合的に考慮し、ダムに流入する土砂をより自然な形で通過させ

ることが重要となっています。


